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た
。
日
本
の
技
能
実
習
生
制
度

の
負
の
部
分(

恨
み)

は
、
海
外

で
も
消
え
な
い
。
ブ
ロ
ー
カ
ー

(

管
理
団
体)

が
幅
を
き
か
せ
る
。

今
後
の
実
習
生
の
増
大
は
期
待

で
き
な
い
。

日
系
労
働
者
の
子
供
に
義
務

教
育
が
な
い
こ
と
も
問
題
。
技

能
実
習
制
度
は
奴
隷
制
度
と
変

わ
ら
な
い
。
外
国
の
文
化
を
理

解
し
て
、
移
民
制
度
を
受
け
入

れ
な
け
れ
ば
問
題
の
解
決
に
な

ら
な
い
と
話
し
た
。

新
社
会
党
が
取
り
組
む
一
斉

労
働
相
談
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。

「
党
の
宣
伝
を
目
的
に
す
る
の

か
、
相
談
件
数
に
こ
だ
わ
る
の

か
決
め
る
べ
き
」
ま
た
、
宣
伝

新
社
会
党
労
働
運
動
委
員
会

が
主
催
と
な
っ
て
学
習
交
流
会

が
開
か
れ
た
。
２
月

日
、
東

15

京
・
神
保
町
区
民
館
に
、
広
島

で
ユ
ニ
オ
ン
運
動
を
展
開
し
て

い
る
土
屋
信
三
さ
ん(

ス
ク
ラ
ム

ユ
ニ
オ
ン
・
ひ
ろ
し
ま
委
員
長

・
左
記
写
真)

を
招
い
た
。

「
外
国
人
労
働
者
の
理
解
と

ユ
ニ
オ
ン
運
動
の
今
後
」
を
テ

ー
マ
に
話
を
聞
い
た
。
技
能
実

習
生
の
悲
惨
な
状
況(

人
権
無

視
、
休
日
は
僅
か
で
、
ほ
ぼ
１

年
中
働
か
さ
れ
る
。
残
業
１
時

間
３
０
０
円
の
強
制
労
働
。
悪

い
経
営
者
は
「
セ
ク
ハ
ラ
当
た

り
前
、
反
抗
す
る
と
帰
国
の
恫

を
か
け
る)

を
目
の
当
た
り
に
し

新
社
会
党
「
労
働
運
動
学
習
交
流
会
」

技
能
実
習
生
制
度
は
奴
隷
制
度
と
同
じ

に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

広
島
で
は
、
地
元
紙(

中
国
新

聞)

の
シ
ェ
ア
は

％
。
地
元
紙

80

に
載
る
か
が
分
か
れ
目
に
な
る
。

弁
護
団
、
反
貧
困
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
波
及
効
果

ＧＤＰ２期連続減 名目賃金もダウン
厚労省は、2月7日「毎月

勤労統計調査」を発表した。
名目賃金までもが▲0.3%。2
月17日内閣府が発表した10
月～12月期のＧＤＰはマイ
ナス成長となった。これで、
新型コロナの理由付けで、
春闘が押さえ込まれれば、
労働者の生活は困窮する。

日
航
本
社
前
で
解
雇
争
議
解
決
を
迫
る
！

２
・

東
京
け
ん
り
総
行
動

14

を
生
か
す
取
り
組
み
を
し
て
ほ

し
い
。

一
斉
労
働
相
談
の
課
題
も
提

起
し
て
く
れ
た
。
受
講
者
の
全

員
が
納
得
で
き
た
学
習
会
に
な

っ
た
。

２
月

日
、
「
２
・

東
京

14

14

け
ん
り
総
行
動
」
の
到
着
地
点
、

天
王
洲
ア
イ
ル
に
あ
る
日
航
本

社
前
に
、
け
ん
り
総
行
動
に
加

わ
る
争
議
団
、
支
援
者
が
続
々

と
結
集
し
た
。
け
ん
り
総
行
動

は
、
８
時

分
に
総
務
省
か
ら

45

ス
タ
ー
ト
し
、
厚
労
省
な
ど
を

経
て
、
不
当
労
働
行
為
を
肯
定

す
る
官
庁
、
経
団
連
、
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
の
三
菱
電
機
・
ト
ヨ
タ

自
動
車
な
ど
社
前
抗
議
を
続
け

た
。

時
、
日
航
本
社
前
は
仲

18

間
で
溢
れ
た
。

９
ヵ
月
何
も
決
ま
ら
な
い
。
応

募
の
機
会
を
与
え
る
と
言
っ
て
、

全
員
不
採
用
。
解
決
金
を
支
払

う
考
え
は
な
い
。
こ
れ
で
は
解

決
で
き
な
い
」
と
皆
は
怒
っ
た
。

中
部
全
労
協
議
長
の
青
柳
義

則
さ
ん
が
「
今
年
こ
そ
解
決
す

る
。
東
京
オ
リ
パ
ラ
の
公
式
ス

ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
日
航
は
解
決

な
し
に
そ
の
資
格
は
な
い
。」
と

連
帯
挨
拶
を
送
っ
た
。
乗
員
団

長
の
山
口
宏
弥
さ
ん
が
怒
り
と

団
結
を
訴
え
る
挨
拶
を
し
た
。

「
毎
年
大
き
な
利
益
を
あ
げ
て

い
る
。
そ
れ
で
も
解
決
し
な
い
。

３

ヵ

月

か

か

り
、
や
っ
と
オ

リ
パ
ラ
組
織
委

員
会
と
面
会
で

き
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
皆
さ

ん

と

最

後

ま

で
、
頑
張
り
ま

す
」。



不
当
労
働
行
為
糾
弾

＝
相
鉄
労
組
＝

社
前
抗
議
集
会
に
五
百
人
結
集
！

２
月

日

時
、
相
模
鉄
道

12

18

本
社
ビ
ル
を
相
鉄
労
働
組
合
員

と
家
族
会
、
退
職
者
会
、
支
援

者
た
ち
５
０
０
人
で
取
り
巻
い

た
。
「
不
当
労
働
行
為
は
や
め

ろ
！
労
働
協
約
を
守
れ
！
」
の

シ
ュ
プ
レ
シ
コ
ー
ル
を
挙
げ
た
。

相
鉄
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、

バ
ス
事
業
の
分
社
化
に
よ
り
、

労
使
協
定
で
決
め
た
在
籍
出
向

の
バ
ス
運
転
士
を
労
使
協
定
を

援
者
が
中
央
に
集
ま
り
、
一
人

ひ
と
り
が
激
励
し
た
。

新
社
会
党
神
奈
川
県
本
部
、

か
な
が
わ
ワ
ー
カ
ー
ズ
ユ
ニ
オ

ン
も
支
援
に
駆
け
つ
け
た
。
最

後
も
高
橋
委
員
長
の
「
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
」
で
、
参
加
者
が
一

つ
に
な
り
、
２
月

日
の
東
京

20

高
裁
が
、
正
し
い
判
決
を
さ
れ

る
こ
と
を
求
め
閉
会
し
た
。

無
視
し
て
転
籍
を
断
行
し
た
。

従
わ
な
い
組
合
員
は
「
追
い
出

し
部
屋
」
に
閉
じ
込
め
、
清
掃

作
業
、
ビ
ル
管
理
人
等
に
配
置

さ
せ
、
退
職
に
も
追
い
込
ん
だ
。

神
奈
川
労
働
委
員
会
は
、
不

当
労
働
行
為
と
認
め
た
が
、
横

浜
地
裁
は
組
合
の
主
張
を
退
け

た
。
直
ち
に
組
合
は
東
京
高
裁

に
控
訴
！
口
頭
弁
論
で
争
っ
た
。

２
月

日
の
判
決
を
前
に
、

20

裁
判
所
か
ら
和
解
勧
告
が
あ
っ

た
。
組
合
は
応
じ
る
姿
勢
を
見

せ
る
も
、
会
社
は
蹴
っ
た
。
組

合
員
の
痛
み
を
認
め
な
い
会
社

を
糾
弾
し
よ
う
と
、
２
月

日
、

12

時
、
相
模
鉄
道
本
社
玄
関
前

18に
、
「
バ
ス
戻
せ
」
の
パ
ネ
ル
を

手
に
し
た
組
合
員
が
座
り
込
ん

だ
（
写
真
上
）。

支
援
す
る
県
下
の
私
鉄
組
合

を
は
じ
め
平
和
運
動
な
ど
で
共

闘
す
る
仲
間
た
ち
。
新
社
会
党

神
奈
川
県
本
部
の
党
員
も
参
加

し
た
。
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
隊
列

を
組
ん
だ
。
相
鉄
労
働
組
合
高

橋
廣
康
委
員
長
は
、
組
合
員
と

支
援
者
を
前
に
、
組
合
の
決
意

未
決
の
リ
ー
ダ
ー
五
百
日
以
上
も
拘
留

人
権
が
守
ら
な
い
異
常
事
態

と
会
社
の
横
暴
を
追
求
し
た
。

支
援
組
合
か
ら
連
帯
挨
拶
、
国

会
議
員
も
駆
け
つ
け
、
福
島
瑞

穂(

社
民)

「
働
く
者
を
見
捨
て

る
な
。
し
っ
か
り
と
相
鉄
本
社

は
努
力
せ
よ
」
と
熱
い
激
励
が

あ
っ
た
。
強
制
配
転
さ
れ
た
仲

間
か
ら
は
「
苦
し
い
環
境
に
追

い
や
ら
れ
た
実
態
」
が
報
告
さ

れ
た
。
の
ぼ
り
旗
を
持
っ
た
支

か
け
ら
れ
、
逮
捕
、
起
訴
さ
れ

た
。
大
阪
、
京
都
、
滋
賀
、
奈

良
事
件
を
説
明
し
た
。

パ
ネ
ル
討
論
は
、
吉
田
美
喜

夫
（
立
命
館
大
学
法
学
部
教
授
）

申
惠
丰
（
シ
ン
・
ヘ
ボ
ン
、
青

山
学
院
大
学
法
学
部
教
授
）
竹

信
三
恵
子
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

３
人
が
、
海
渡
雄
一
弁
護
士
か

ら
の
問
題
提
起
に
答
え
た
。

「
メ
デ
ィ
ア
が
警
察
の
論
理

だ
け
を
垂
れ
流
し
、
労
働
者
の

権
利
を
全
く
触
れ
な
い
。
メ
デ

ィ
ア
は
、
刑
事
事
件
の
労
働
運

動
は
避
け
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
ヘ

イ
ト
の
拡
散
が
根
底
に
あ
る
」

（
竹
信
）
、
「
関
西
生
コ
ン
事
件

は
国
鉄
分
割
民
営
化
の
闘
い
の

続
き
。
ス
ト
ラ
イ
キ
で
抵
抗
す

る
関
ナ
マ
支
部
を
目
の
敵
に
す

る
」
（
海
渡
）
「
警
察
は
組
織
対

策
課
が
捜
査
し
て
お
り
、
凶
暴

罪
を
先
取
り
す
る
」（
申
）
）「
労

働
組
合
の
価
値
と
本
質
に
問
わ

れ
る
」（
吉
田
）。

関
西
生
コ
ン
事
件
は
、
今
後

の
労
働
組
合
を
映
し
て
い
る
。

弾
圧
の
危
機
感
と
労
働
組
合
の

団
結
作
り
が
不
可
欠
だ
と
共
通

認
識
を
持
っ
た
。

閉
会
挨
拶
で
全
日
建
連
帯
菊

地
委
員
長
は
「
権
力
の
弾
圧
に

負
け
ず
、
連
帯
す
る
労
働
者
の

団
結
で
勝
利
を
勝
ち
取
り
ま
す
」

と
決
意
を
宣
言
し
た
。

「
検
証
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
関

西
生
コ
ン
事
件
を
考
え
る
」
が
、

２
月

日
東
京(

田
町)

、

日

15

16

大
阪(

阿
倍
野)

で
連
続
開
催
し

た
。
【
大
阪
発
】

:

〜

:

13
30

16
30

共
同
代
表
の
佐
高
信
さ
ん
が
先

陣
を
切
っ
た
「
関
ナ
マ
事
件
は

特
権
を
持
つ
安
倍
と
人
権
の
私

た
ち
の
闘
い
だ
。
頑
張
り
ま
し

ょ
う
」。位

田
浩
弁
護
士
「
労
働

法
学
か
ら
見
た
関
西
生
コ

ン
支
部
事
件
」
の
テ
ー
マ

で
説
明
し
た
。
「
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
に
値
を
叩
か
れ
続
け

ら
れ
た
。
中
小
の
生
コ
ン

企
業
と
組
合
が
手
を
結
び

大
手
に
対
抗
し
て
適
正
価

格
を
勝
ち
取
っ
た
が
、
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
の
逆
襲
が
始

ま
っ
た
。
言
い
が
か
り
と

で
っ
ち
上
げ
で
、
「
恐
喝
・

業
務
威
力
妨
害
」
の
容
疑


